
 

 

 

去る 11月 29日に第１２回読書講演会「『知る』からはじめる小

さな革命～社会をより『やさしい』場所に～」が開催されました。

講師の佐久間裕美子さんは体調不良のため会場にはお越しいただ

けませんでしたが、Zoomによるオンライン講演会は活発な質疑応

答におおいに盛り上がり、充実したものとなりました。佐久間さん

からも、みなさんとの会話が何度も去来して、みなさんに勇気を与

えなければいけない、YA（ヤングアダルト）向けの本も書いていこうと

決意を新たにしたとのコメントを頂いています。佐久間裕美子さんの著

作は今回のテーマとなった作品『みんなで世界を変える！小さな革命の

すすめ』とともに学校図書館に複数冊展示されています。まだ読んでいな

い人、もう一回読みたくなった人、もっと深く知りたくなった人、これを

機会にぜひ読んでみませんか？ 

 

佐久間裕美子氏 プロフィール 

ライター、アクティビスト。1996 年に渡米し、1998 年からニューヨーク在

住。出版社、通信社などを経て 2003 年に独立。カルチャー、ファッション、政

治、社会問題など幅広いジャンルで、インタビュー記事、ルポ、紀行文などを執

筆する。著書に『We の市民革命』、『My Little New York Times』、『ピンヒール

ははかない』、『ヒップな生活革命』。慶應義塾大学卒業、イェール大学修士課程

修了。2020 年 12 月に「We の市民革命」を刊行したのをきっかけに、Sakumag 

Collective を通じて勉強会（Sakumag Study）、発信（Sakumag Stream）な

どを行っている。 
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        学校図書館にある佐久間裕美子氏の著作物 

『We の市民革命』『ピンヒールははかない』『ヒップな生活革命』 

 



        １２月の RD（Reading Dialog：読書対話） 

お昼休みに、授業で取り上げたテキストを題材に、より広く、より深く語り合うＲＤ。今月は以下の題

材を取り上げます。 

２年生国語 『走れメロス』 太宰治 12/12（木）～     

３年生国語 『握手』 井上ひさし 12/17（火）～  

        クリスマスに読みたい本 「A very merry Christmas展」 開催中❕ 

 学校図書館にあるクリスマス関連本をありったけ集め
ました。なかでも学校司書ホンマのおすすめはサリン

ジャー『ライ麦畑でつかまえて』です。気取り屋で
ハチャメチャな主人公ホールデン・コールフィールドは

16歳の高校 1年生。クリスマス休暇を前に高校を退学

になってしまいますが、なんとこれが 4回目！背伸びし

て大人っぽく振る舞いたいけど、どうしようもなく子供

じみていて、純粋すぎる心ゆえに周囲の人を傷つけ自分も傷ついてしまう……とてつもなく優しい気持

ちを持ちながら、それをを伝えられないホールデンの不器用さに共感したりあきれたり。何度も読ん

で、そのたびに新たな思いが湧いてくる特別な 1冊です。村上春樹訳の『The Catcher in the 

Rye』と読み比べるのもオツ。 
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       今月の BIP (Book Is Power) 
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